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熱海市制80周年記念式典
「熱海発展の歴史」

2017年4月10日
熱海市長 齊藤 栄
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熱海発展の歴史（時代認識、私見）

①江戸： 湯治場（家康の来湯）
②明治・大正： 保養地（政財界のセレブ）
③昭和： 観光地（新婚・社員旅行）
④平成： ？

◎熱海市は過去に２度、大きく発展
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第１の成長期
（保養地としての発展）
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明治中頃～大正時代（３つのシンボル）

①  館（明治１８年）
②梅園（明治１９年）
③熱海御用邸（明治２１年）
⇒熱海の黄金期？
・時代の最先端
・政財界、文人墨客の保養地として繁栄
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  舘（明治１８年）
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梅園（明治１９年）
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熱海御用邸（明治２１年）
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熱海が

「保養地」→「観光地」

に変わった契機は？
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丹那トンネルの開通（昭和９年）



11

丹那トンネルの開通（昭和９年）

・熱海と三島をつなぐ約７．８ｋｍのトンネル
関東はもちろん関西地方との結びつきを
強めた

・熱海の観光地化、大衆化が進む
⇒その後、新婚旅行、社員旅行のメッカに

・同時に失ったものも
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丹那トンネル
位置図

箱根山（箱根連山）

・箱根の山越え
・御殿場経由は急勾配
・輸送に大きな障害
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丹那トンネル開通前後

・熱海駅開業（大正１４年）
・熱海市制スタート（昭和１２年）
・熱海大火（昭和２５年）
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熱海駅開業（大正１４年）
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熱海市制スタート（昭和１２年）

熱海地区 伊豆山地区

多賀地区 泉地区

昭和12年4月10日付『朝日新聞』号外

昭和12年4月10日付『朝日新聞』号外
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初代熱海市役所庁舎完成（昭和１３年）

熱海 伊豆山

多賀 泉

市庁舎（昭和１３年竣工）
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熱海大火（昭和２５年）
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第２の成長期
（観光地としての発展）
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初代 お宮の松 のにぎわい（昭和３３年）
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新幹線開通当日の熱海駅（昭和３９年）
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日本有数の温泉観光地へ（昭和４０年代）



（万人）

平成２７年度
３００万人突破
(3,084,025人)

昭和４４年度
５３２万人

平成２３年度
２４７万人

東日本大震災発生

宿泊客数の推移（入湯税ベース）
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第３の成長期
（「新生熱海」への歩み）
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三代目の市庁舎完成（平成２６年）
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ジャカランダ遊歩道完成（平成２６年）
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新熱海駅舎・駅ビル完成（平成２８年）
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市制施行８０周年（今日）


